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論 文 内 容 の 要 旨 
ヒトの消化管では、口から肛門までの各部位に多種の微生物が棲息し、栄養・代謝、その他さまざまな疾病、
老化、ガン化などに影響を及ぼしている。さらに、これらの微生物は、直接口から摂取される食品、身体的･
精神的ストレス、さまざまな環境因子などによって影響を受けることが知られており、とくに、毎日の食餌成
分の影響は大きい。 
本研究では、口から肛門にいたる一連の消化管内に生息する微生物の生育に及ぼす幾つかの食品成分の影響
を調べ、それら成分の生理的意義を明らかにした。すなわち、食餌成分の中でも我々の身近な食品である緑茶、
豆および果物に注目し、これらの抽出物や成分がヒトの消化管内微生物の生育に及ぼす影響を、in vitroおよ
びヒト摂取試験の両面から調べ、その生理的意義について考察した。 
緑茶カテキンは、in vitro試験においてHelicobacter pylori、Clostridium属菌、腸管出血性大腸菌O-157
などに対して抗菌活性や毒素産生抑制効果を有すること、ヒト摂取試験においてH.pyloriの胃で除菌効果と腸
内でのClostridium属菌の減少をもたらした。水溶性食物繊維として開発されたグアー豆の酵素分解物の消化
管内微生物に及ぼす影響を調べたところ、グアーガム酵素分解物はヒトの腸内で資化され、有用菌の乳酸産生
菌群の生育量を向上させた。古くから、果実酒や薬用酒として親しまれてきた種々の果実や生薬の抽出物につ
いてin vitroで試験をしたところ、ウメ、カリンおよびニンニクの抽出物は腸内細菌に抗菌活性を発揮するこ
と、クコ、杜仲茶およびアロエの抽出物は有用菌の育成を促進する効果を有すること、薬用ニンジンの抽出物
は有用菌の生育促進と有害菌の生育阻害効果を有すること、を明らかにした。 
以上の研究結果から、我々の身近な食品類やそれらの成分には、異なった作用で腸内環境を整える効果があ
り、ヒトの健康維持や疾病予防に貢献していることが証明できた。実際に、緑茶カテキンやグアーガム酵素分
解物は、さまざまな健康食品に利用されており、腸内環境改善のための食品素材としての有用性を本研究で実
証できた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
哺乳類の消化管の各部位には種々の微生物が棲息し、それらは栄養、代謝、老化、癌化などに深く関わって
いる実験事実は数多く報告されている。それらのフローラは、身体的ストレスをはじめとする様々な環境因子
の影響を受け、とくに、毎日の食餌成分からの影響は極めて大きいと考えられている。本研究は、身近な食品
である緑茶、豆及び果物に注目し、それらの抽出物や成分がヒト消化管内微生物群の生育などに及ぼす影響を、
in vitro試験及びヒト摂取試験の両面から調べ、その生理的意義について考察したものである。 
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本論文著者は in vitro 試験において、緑茶に含まれるカテキン類について、有害菌として知られている
Helicobacter pylori、Clostridium属菌及び腸管出血性大腸菌0‐157 などに対して杭菌活性や毒素産生抑制
活性を示すことを明らかにした。ついで、グアーガム酵素分解物について、有用菌である乳酸産生菌群の生育
量増大活性を見いだした。また、古くから果実酒や薬用酒として親しまれている種々の果実や生薬の内、ウメ、
カリン及びニンニクの抽出物について、いくつかの有害菌への杭菌活性、クコ、杜仲茶及びアロエの抽出物に
ついて、有用菌への生育促進活性、薬用ニンジンの抽出物について、有用菌への生育促進活性及び有害菌への
生育阻害活性の両活性を併せ持つことなどを見いだした。さらにヒト摂取試験において、上記の食餌成分の有
効量を明らかにし、これらの食品素材の一定量以上の摂取はヒトの健康維持や疾病予防などのために必要であ
ることを示した。 
以上のように、本論文は、食品成分のいくつかはヒト消化管内細菌群に直接作用し、腸内環境の維持や改善
などに有益である、との生理的意義を明らかにしている。これらの研究成果は食品化学や薬学のみならず、微
生物学の極めて広い研究分野に新しい知見を提供するものであり、博士（理学）の学位を授与するに値するも
のと審査した。 
 
